第４学年２組　算数科学習指導案

姫路市立南大津小学校
１．単元名　面積

２．趣旨

　○　児童は、これまでに長さやかさ、重さ等の学習を通して、測定の原理や普遍単位の必要性について理解している。

　　　広さについては、本学年で初めて扱うことになるので、面積の導入では、広さの直接比較から測定による比較までを丁寧に展開し、面積の概念を明確なものにすることが必要である。その上で、面積の単位も他の量の単位と同じように普遍単位としてとらえ、長方形、正方形の面積を公式を用いて求めることができるようにすることをねらいとしている。

○　本学級の児童は、広さの概念については、日常生活の中である程度身につけているが、まだまだ直感でとらえている場合が多い。事前調査の結果、広さを面でとらえられているものの、線で囲まれている部分を表すことを分かっていなかったり、長方形や正方形などの形だけが広さであるととらえていたりする児童が多い。また、広さくらべでは、ます目を数えるとよいことは気づいているが、ます目がなく、長さのみが記載されている形では、まわりの長さを広さと混同し、周囲の長さが同じであれば広さも同じであるととらえている児童もいる。

○　そこで、指導に当たっては、「広さくらべ」といった大小の比較を通して、個々の児童の発想を生かしながら、基準となる単位量を決めてその個数を表すことの必要性に気づかせる。その上で、普遍単位を導入し、単位のいくつ分かで表したものが面積であるという概念を十分に理解させ、求積公式へと導くようにする。大きな面積を求めるときには、その大きさにあった単位を導入する必要性を感じさせるために、１㎡の大きさを作らせるなどの算数的活動を取り入れたり、校区など身の回りの地域の広さをもとにしたりして、それぞれの単位の量感を身につけさせたい。また、コンテンツを利用して、重ね合わせたりしきつめたりなどの動きのある操作活動を分かりやすく提示し、面積の概念をより確実に身につけさせたい。

３．単元の目標

　○　長方形や正方形の面積を表すことに関心を持ち、長方形や正方形の求積公式を利用して、身の回りにあるものの面積を求めようとする。

○　長方形や正方形の求積の仕方を考えることができるとともに、工夫して面積を求めることができるようにする。

○　求積公式を用いて、いろいろな長方形や正方形の面積を適切な単位を選んで求めることができる。

○　面積の概念を知り、面積の単位㎠、㎡、㎢がわかる。また、長方形や正方形の求積公式を理解する。

４．指導計画（１０時間）

　　第１次　面積・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間

　　　第１時　広さくらべ

　　　第２時　面積の概念と面積の単位　㎠　（本時）

　　　第３時　長方形、正方形の面積の公式と適用題

　　　第４時　長方形の求積公式の活用と作図

第２次　大きな面積・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間

第３次　面積の求め方の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間

第４次　ステップ、ジャンプ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

６．本時の学習（第１次　　第２時）

　(1) 目標

面積を基になる大きさ（単位１㎠）のいくつ分で表すことを理解し、面積を求めることができる。

　(2) 学習の展開

	学習活動
	支援と留意点
	備考

	１．学習課題を知る。
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２．長方形と正方形の面積の求め方を考える。
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３．方眼紙に書かれた図形の面積を求める。


４．面積が４㎠の形をいろいろかく。
５．次時の課題を知る。

 SHAPE 



	・ます目を使うと広さを測定できたことを思い出させ、数で表して比べようとする意欲を持たせる。
・任意単位では、広さを表しにくいということから、普遍単位の必要性を感じ取らせ、広さの単位として１㎠を知らせる。
・面積の意味と普遍単位（㎠）については、初めての学習になるので丁寧に扱いたい。

・コンテンツを利用して、１㎠の正方形がしきつめられていく様子を動画で見せ、ますの数が広さ（面積）になることを理解させる。
・㎠の書き方や面積の言い方の練習をし、習熟を図る。

・１ます１㎠であることに着目させる。

・１㎠の正方形の個数をかけ算やたし算などの計算を用いて求めた児童がいれば、大いに認めてよさに気づかせる。

【評価】

・作図を通して、形が変わっても面積は同じであるということに気づかせる。

・作図した４㎠の説明ができるように助言する。
・さらに簡単に面積を求める方法について探ることを知らせ、次時への興味関心を持たせる。
	パソコン

プロジェクター

ワークシート
ワークシート
ワークシート


広さくらべのひみつをさぐろう





面積を基になる大きさ（単位）いくつ分で表すことを理解している。【知識理解】ワークシート


■問題が解けた児童には、方眼紙のあいているところに作図をさせ、面積を求めさせる。


□しきつめられた正方形いくつ分になるのかを、１㎠の正方形一つ一つに番号を書きながら、数えるように助言する。











